
高耐久性築堤マット工業会 



はじめに 

 東日本大震災時において防波堤の被害状況から、粘り強い防波堤構築が急務であり、ケーソン背
後は津波襲来時の越流により基礎部が洗掘され、ケーソンが転倒する事案が発生した。その被害を
防止する意味でリーフマットを港内側に敷設することにより、転倒被害を防止し、滑動・支持力破壊に
対する向上に寄与する。 

 

リーフマットを港内側
に敷設することにより
基礎部の洗掘を防止
する。 

 

防波堤(港内側)転倒防止、リーフマット敷設案 





リーフマットのイスバッシュに関して 

 イスバッシュの式：流れに対する被覆石およびブロックの所要重量を与える式。 

 イスバッシュの定数：イスバッシュが提案した流れに対する混合堤の被覆石およびブロックの所要の
重量算定式における、石やブロックの安定性を示す。 
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反射率低減対策としてのリーフマットの活用 

 自立式連続鋼管矢板構造などの直立壁構造は大型船の航跡波により反射波が発生し、小型船の動揺
や自立式連続鋼管矢板前面に洗掘が発生するため反射率低減対策が必要となる。そのため、リーフマット
を前面に設置することにより反射率低減を図る。 

 また、コンクリート製護岸ブロックと比較しても空隙率の関係で打ちあがった波が消波されるため反射率
が小さくなる優位性を有している。 

ハドソン式からリーフマット形式によるＫＤ値(安定係数)に関して 

経済性 

 敷設面積1㎡当り単価22,000～24,000円/㎡（参考値・地域差有り）   ※製作までの単価で、据付は含まず。 
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【参考資料Ⅲ】 

 津波に対する防波堤の安定性及
び粘り強い構造の検討に係る現状
の知見 

Ⅲ－26より 



【参考資料Ⅲ】 

 津波に対する防波堤の安定性及
び粘り強い構造の検討に係る現状
の知見 

Ⅲ－30より 

リーフマットは
残っています。 





土木学会発表論文『防波堤の腹付け被覆ブロックの安定性』より 

 リーフマットは他のブロックと比べ空隙率が大きいことから水位差が同程度の場合は、被害が小さかった 

 空隙率と水位差の関係は実験において空隙率が大きいほど越
流による転倒被害が減少する傾向となるが、コンクリート製品の
浮力対策ブロックは空隙率が30％を超えると極端に強度が低下
するため24％程度が限界となる。しかし、リーフマットの空隙率
は石籠の特性を生かし40％と高い数値を有するため浮力対策ブ
ロックに比べ、被害は減少される。 



実験動画へ 



【参考資料Ⅴ】 
 防波堤の粘り強い構造に資する民間企業等の技術 

Ⅴ－32より 



特殊ポリエチレン樹脂被覆の身近な用途例のご紹介 



特殊ポリエチレンは安心・安全な樹脂を使用しています 



ＩＲ被覆鉄線の金網下部写真 GS7（施設後７年）金部下部写真 

施
設
後
７
年
経
過
写
真 

7種めっき施工後7年で保安柵の機能に支障を来したため、特殊ポリエチレン樹脂被覆に取替となる。 

左は7年後の特殊ポリエチレン樹脂被覆区間であるが切断端部以外の錆は発生していません。 

土木学会 平成27年度全国大会で防食性の論文発表を行いました。 

特殊ポリエチレン被覆線は錆びに強いです 



特殊ポリエチレン樹脂被覆線構造図 
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水理実験後のリーフマット損傷に関して 

 ケーソンに想定したコンクリート製ブロックが破壊するまで水理実験を行ったため、リーフマット本体にも被覆
材などに損傷が発生した。その損傷箇所での塩水噴霧試験を実施したが、ケーソンが破壊した時に接触し、部
分的に被覆材が剥がれたが、完全接着しているため錆の進行は無く、50年に想定する12,000時間の塩水噴
霧試験を実施したが、錆の大きな変化は見受けられなかった。 

 また、50年に想定する12,000時間の塩水噴霧試験後、引張試験を実施し、損傷個所の強度を確認したが、
リーフマット線材当初強度(14,632Ｎ)の86.8％(12,701Ｎ)を有していた。この値は一般的に用いられている港湾
築堤マットの線材強度(8,243Ｎ)の1.5倍以上有することになり、部分的に損傷しても問題は発生しないと判断
出来る。 

写真－1 塩水噴霧試験状況 写真－2 塩水噴霧後部材による引張試験状況 

後の耐久性確認の塩水噴霧試験① 



後の耐久性確認の塩水噴霧試験② 





特殊ポリエチレン樹脂被覆布団かご＋根固工による複合対策事例 

 千葉県九十九里海岸において、平成25年10月16日に
発生した、台風26号に伴う高波により、大型布団かご護
岸の破損、沈下、中詰材の流出などの被害を受けた。 

被災前 

被災最終段階 

復旧後 

被災初期段階 

 被災原因としては比較的波力を受けやすい3～5段目
に繰り返し波力が作用したことで中詰材が攪乱されて鉄
線が破断し、中詰材の流出によりかごの変形が生じた。 

 被災原因が布団かごに直接、波力が繰り返し作用し
たことにより、かごの破損、護岸の沈下、崩落に至った
ものである。 

 

 しかし、以前にも同様の被害が生じた隣接工区では、
被災要因の除去を図るため布団かご前面に根固め工
を設置しており、今回の台風でも被災せずに護岸機能
が維持されていることが確認されているため、同様の
形式で災害申請を行い、復旧工事を行った。 



特殊ポリエチレン樹脂被覆布団かご＋根固工による複合対策事例 現場写真 



鹿児島県志布志市 特殊ポリエチレン樹脂被覆布団かご施工事例 



高耐久性築堤マット（リーフマット）性能 
 



   

リーフマット実績表① 2015.08現在 



   

リーフマット実績表② 2015.08現在 



   

ご清聴有難うございました。 

高耐久性築堤マット工業会 


